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第３ 森林の整備に関する事項 

２ 造林に関する事項 

 

（１）人工造林に関する指針 

 

① 人工造林の対象樹種に関する指針 

 

   ア 人工造林の植栽本数 

 植栽本数は、主要樹種について、以下の植栽本数を基礎として、既往の植

栽本数を勘案して定めるものとする。 

                             

樹  種 植栽本数 

ス  ギ １,５００～３,０００本/ha 

ヒ ノ キ １,５００～３,５００本/ha 

クヌギ ２,０００本/ha 以上 

その他広葉樹等 ３,０００本/ha 程度 
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第４ 森林の保全に関する事項 

３ 鳥獣害の防止に関する事項    

 

（１）鳥獣害防止森林区域の基準及び当該区域内における鳥獣害の防止の方法に関す

る方針 

 

 ア 区域の設定の基準 

「鳥獣害防止森林区域の設定に関する基準について」（平成 28 年 10 月 20 日

付け 28 林整研第 180 号林野庁長官通知）を踏まえ、区域の設定は次の指針を標

準として市町村森林整備計画において定めるものとする。 

区域の対象とする鳥獣はニホンジカとする。 

鳥獣（ニホンジカ）害防止森林区域の指針 

シカの生息密度が３頭/km2 以上の地域にある森林の区域 

 

     参考図：県内のシカ生息密度 
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イ 鳥獣害の防止の方法に関する方針 

森林の適確な更新及び造林木の確実な育成を図ること目的として、鳥獣害の防

止の方法は次の指針を標準として、市町村森林整備計画において定めるものとす

る。 

なお、鳥獣害の防止の方法を定めるにあたっては、関係行政機関等と連携した

対策を推進することとし、鳥獣保護管理施策や農業被害対策等と連携・調整を図

ることとする。 

鳥獣（ニホンジカ）害防止の方法の指針 

 区域内においては、地域の実情に応じて以下の対策を単独または組み合わせ

て推進する。 

駆除 捕獲（銃器、わな） 

防除 
防護柵の設置・維持管理、幼齢木保護具の設置、剥皮防止

帯の設置 等 

その他 現地調査等による森林モニタリングの実施、巡視 

 

（２）その他必要な事項  

鳥獣害防止森林区域においては、防護柵や幼齢木保護具等の対策が対象鳥獣の

被害防止に対して適切に実施されているかの確認について、現地調査や森林所有

者からの情報収集等の実施に努めるものとする。 
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４ 森林の病害虫の駆除及び予防その他の森林の保護に関する事項    

森林の保護及び管理については、間伐等による適切な森林管理、保護樹帯の設

置、広葉樹林の育成等により病虫害、鳥獣害、風害、寒風害、山火事等の森林被

害に対する抵抗性の高い森林の整備に努めるとともに、日常の管理を通じて森林

実態を的確に把握し、次の事項に配慮して適時適切に行うこととする。 

 

（１）森林病害虫等の被害対策の方針 

病害虫等による被害の早期発見及び早期防除に努めることとする。 

 特に、松くい虫による被害について適確な防除手段の強化、多様化の推進を図

るとともに、被害の状況等に応じ、被害跡地の復旧、抵抗性を有するマツ又は他

の樹種への計画的な転換の推進を図ることとする。 

 

（２）鳥獣害対策の方針（３に掲げる事項を除く）  

計画区内においては、シカ以外ではイノシシによる森林被害が報告されている

ことから、対象鳥獣以外の鳥獣による森林被害及び鳥獣害防止森林区域外のシカ

による森林被害については、防護柵の設置等により被害対策を図るとともに、被

害の実態を把握し、その防止に向けた頭数管理などを総合的かつ効果的に推進す

る。 

 

（３）林野火災の予防の方針  

山火事等の森林被害を未然に防止するため、林内歩道等の整備を図りつつ、

森林巡視等を適時適切に実施するとともに、防火線、防火樹帯等の整備を推進

することとする。 

また、森林病害虫の駆除等のための火入れを実施する場合においては、市町

村森林整備計画に定める留意事項に従うものとする。 

 

（４）その他必要な事項  

①  森林の巡視に関する事項  

森林所有者等による森林の巡視を通じて、林野火災、風水害、病虫害、獣害、

その他の災害及び森林の汚染等の早期発見あるいは開発行為、施設の破損等の発

見に努めることとする。 

特に、保安林及び森林レクリエ－ション地域並びに林野火災等の被害が多発す

る懸念のある地域を、森林の保全のために重点的に巡視する。 

 

 ②  森林の保護及び管理のための施設に関する事項  

林内歩道、防火線、防火樹帯及び各標識等について、これらの維持に努めるこ

ととする。 

 

4



第６　計画量等

１　間伐立木材積その他伐採立木材積 単位　材積：千m3

２　間伐面積 単位　面積：ha

３　人工造林及び天然更新別の造林面積 単位　面積：ha

総　数

総　数

総　数

区分

区分

前半５ヵ年
の計画量

朝倉

針葉樹

262990 8 270

10 452筑後

704

間伐

広葉樹 総数 針葉樹総数 針葉樹 広葉樹 総数

総数

499

筑後

広葉樹

前半５ヵ年
の計画量

区分 農林

計

計

722

主伐

1,179 9 361

1,368

朝倉

2,376

1,378

998

1,188

689

18 1,654 1,654

442

684 5 226

2,358 18

10 926

352

728

463

926

728

9 827 827

8

221 5

135 131 4 364 364

463

農林

計

筑後

495 4

間伐面積

39,400

19,700

19,700朝倉

前半５ヵ年
の計画量

計

筑後

朝倉

19,700

9,850

9,850

計 866

筑後 537

農林 人工造林

筑後 1,074

朝倉 329

計

天然更新

232

98

134朝倉 659

1,733

116

49

67

－

－

－

－

－

－
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５　保安林整備及び治山事業に関する計画

　（１）保安林として管理すべき森林の種類別面積等

①　保安林として管理すべき森林の種類別の計画期末面積

単位　面積：ｈａ

計画区計 34,321 32,515

筑後農林 17,219 16,343

朝倉農林 17,102 16,172

計画区計 23,670 22,410

筑後農林 12,305 11,664

朝倉農林 11,365 10,746

計画区計 10,558 10,019

筑後農林 4,819 4,597

朝倉農林 5,739 5,422

1,826 1,779

筑後農林 644 623

朝倉農林 1,182 1,156

注　保安林総数（実面積）とその内訳とは、２以上の目的を達成するために指定されている保安林が

　　あるため一致しない。

災害防備のための保安林

（森林法第２５条第１項第２号～第７号）

保健、風致の保存等のための保安林

（森林法第２５条第１項第８号～第１１号）

保　安　林　の　種　類 備　考前半５ヵ年
の計画面積

面　　積

保安林総数（実面積）

水源涵養
FÛG#

のための保安林

（森林法第２５条第１項第１号）
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②　計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の所在及び面積等
単位　面積：ｈａ

2,781 932
- -
- -

924 307
- -
- -
1 -
- -
37 13

962 320
- -
- -

318 92
448 131
18 5
90 26
- -

874 254
1,836 574

10 4
- -

398 190
- -
- -
9 4
- -
6 3

423 201
130 37
- -
56 17

177 52
24 7
61 18
- -

448 131
871 332
2 1
- -
28 10
- -
- -
3 1
- -
- -
33 12
28 10
- -
10 4
1 -
1 -
1 -
- -
41 14
74 26

東 峰 村
大刀洗町

大 木 町
みやま市

筑後農林計

うきは市

大牟田市

柳 川 市

筑後農林計

小　　　計

広 川 町

みやま市

筑 前 町

広 川 町

筑 前 町

久留米市

広 川 町
大 木 町

東 峰 村
筑 前 町

大刀洗町

大 木 町

大牟田市

魚つき、航行
の目標の保
存、公衆の保
健、名所又は
旧跡の風致の
保存

朝倉農林計

土砂の流出の
防備、土砂の
崩壊の防備、
飛砂の防備、
風害・水害・
潮害・干害・
雪害又は霧害
の防備、なだ
れ又は落石の
危険の防止、
火災の防備

朝倉農林計

小 郡 市
うきは市
朝 倉 市

東 峰 村
大刀洗町

朝 倉 市

森林の所在
面　　積

指定又は解除
を　　　　必
要とする理由

水源のかん養

柳 川 市
八 女 市
筑 後 市
大 川 市

小　　　計

保
健HÍ

風
致
の
保
存
等
の
た
め
の
保
安
林

うきは市

久留米市
小 郡 市

備　　考
市　町　村 区域 前半５ヵ年

の計画面積

大牟田市
柳 川 市

みやま市

久留米市
小 郡 市

朝 倉 市

指
定
解
除
別

指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定

水
源
涵FÛ

G#

養
の
た
め
の
保
安
林

筑後農林計

小　　　計

災
害
防
備
の
た
め
の
保
安
林

種
　
　
類

朝倉農林計

八 女 市
筑 後 市
大 川 市

計　画　区　計

八 女 市
筑 後 市
大 川 市
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②　計画期間内において保安林の指定又は解除を相当とする森林の種類別の所在及び面積等
単位　面積：ｈａ

38 38
- -
- -
4 4
- -
- -
- -
- -
1 1
5 5
- -
- -
2 2
4 4
0 0
1 1
- -
7 7
12 12
0 0
- -
23 23
- -
- -
- -
- -
- -
23 23
0 0
- -
1 1
2 2
- -
- -
- -
3 3
26 26
- -
- -
0 0
- -
- -
- -
- -
- -
0 0
- -
- -
- -
0 0
- -
- -
- -
0 0
0 0

指定理由の消
滅柳 川 市

八 女 市
筑 後 市
大 川 市

筑 前 町
東 峰 村

保
健HÍ

風
致
の
保
存
等
の
た
め
の
保
安
林

大牟田市

久留米市
小 郡 市
うきは市

大刀洗町
朝倉農林計
小　　　計

指定理由の消
滅柳 川 市

八 女 市
筑 後 市
大 川 市

東 峰 村
大刀洗町
朝倉農林計
小　　　計

久留米市

東 峰 村
大刀洗町
朝倉農林計
小　　　計

朝 倉 市

みやま市
大 木 町
広 川 町
筑後農林計

災
害
防
備
の
た
め
の
保
安
林

大牟田市

小 郡 市
うきは市
朝 倉 市
筑 前 町

みやま市
大 木 町
広 川 町
筑後農林計

筑後農林計

久留米市
小 郡 市
うきは市
朝 倉 市
筑 前 町

八 女 市
筑 後 市
大 川 市
みやま市
大 木 町
広 川 町

備　　考
市　町　村 区域 前半５ヵ年

の計画面積

解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
除

計　画　区　計

水
源
涵FÛ

G#

養
の
た
め
の
保
安
林

大牟田市 指定理由の消
滅柳 川 市

指
定
解
除
別

種
　
　
類

森林の所在
面　　積

指定又は解除
を　　　　必
要とする理由
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（附）参考資料 

７ その他 

（３）県内のシカ生息密度図 

 
資料：福岡県農林業総合試験場資源活用研究センター 

（平成２６年度調査）   
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